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文献
のといわねばならぬ。農民の職業病ともいうべきこ
の鈎虫症の対策は，結核対策と共fC，予防医学が果
我が国民於ける鈎虫の淫浸状況は，諸家の調査に♂すべき大きな課題として重要視され，叉広く行われ
より相当高率である事が判明している。即ち，小宮
(1956) は，本邦の農村に於ける鈎虫感染率は平均
20--30%と推定し，叉戦後米軍 406部隊総合医学研
究所と予研が共同して，本邦の全国的検使を行った
結果，最低は福井の 13.1%より，広島の 50.0ラ10，茨
城の 59.0%，最高は鹿児島の 70.0%を示し，一方，
水野(1956)の群馬氏於ける詳細な調査によれば， 
2%--:78%，平均すると 42%の感染率を示してい
る。
柳沢(1957)は，第 26回寄生虫学会特別講演に於
て，台湾，印度等の鈎虫卵陽性者の極めて高率なる
事を説ふ地理的条件及び生活習慣の我が国民近似
している是等東亜 10億の人々の共通の問題として，
日本寄生虫学会も当然関心を持つべきであると結ん
でいる。
鈎虫症の全身lと及ぼす病因作用が，他のあらゆる
疾病に対しても，生体の抵抗力の減弱，病勢の進
展，回復力の障五号等をもたらす点を考える時，吾々
が特lζ農山村lζ於ける予防衛生をとり上げる際，根
底K横たわる問題として決してゆるがせに出来ぬも
つ〉あるのは当然といってよい。 
さて，或る地区の鈎虫対策を推進するlζ当り，第 
ーになされねばならぬ事は，その地区の淫浸状況を
適確に把握する事であろう口即ち，検便lζより保内
鈎虫卵陽性者数を求めて，感染の「ひろさ jを知る
と共lと，尿内排卵数より寄生数を推定して，感染の
r深さ jを知って ζそ，初めてその地区の鈎虫感染 
状況の全貌を把握する事が出来る。このため，より
正確な虫卵算定法の検討と共lζ，鈎虫の産卵状態の
解明が必然的K要求される。かくして，尿内鈎虫卵
排出状況の詳細な検討が望ましいのであるが，虫卵
排出状況の観察の土台とも云うべき虫卵算定法とし
ては，直接塗沫法，沈澱法，浮説法，及び稀釈法が
あり，古来諸家によって新法が，或いは斐法が案出
検討され来ったが，稀釈算定法の代表的なものとし
ては， Stoll氏法が広く行われている。
佐藤(1953)は，直接塗、沫法を用いて検査し， 1 
回排世尿内の鈎虫卵はほ Y均等に分布し，その一定
量部分尿内の虫卵の分布はポアソン型分布で、近似さ
れ，従って尿の任意の部分一定量中の虫卵数よりそ
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の尿の虫卵密度を推測し得るとした。藤縄 (1957)，
角田 (1958)，中沢  (1958)は， Stoll氏法に就い
てその大試験管内の虫卵分布状況は，ポアソン型分
布をなす事を認め，町田(1957)は，犬鈎虫卵に就
いて塗抹法，浮説法， Stoll氏法の比較を行い，
Stoll管 1本 1回検査のみでも可成り正確な数値が
計算できると述べた。又中沢(1958)も Stoll氏法
による検査に於て多数管装置の必要はなく，直接定
量塗沫法と同様な成績を得，且つ EPG100以下に
於ては Stol1氏法が優る事を述べた。
しかし乍ら， Stoll氏法により尿内の虫卵密度が
ほ Y正確に算定し得たとしても，その寄生数を推定 
する場合，果して 1回の尿或いは 1日の尿の検査の
みでよいものかという問題が当然、生じてくるが，乙 
れを検討するためにも，尿内排卵状況の連続的観
察が必要となってくるわけである。これは，南崎
(1928)，中路(1928)，Eddy Palmer (1941)佐藤 
(1956)等によって観察されているが，何れも可成
り大巾な日々安動を認めている。
又一方， グピ、ニ鈎虫とアメリカ鈎虫の産卵数の
差，虫体の発育程度による産卵能力の差を考慮する
時，鈎虫の産卵状況を，或いは 1雌当りの産卵数を
正確に推定せむとするには，何れか一方の単独寄生
である事，感染時が明確に把握されている事，完全
駆虫によりすべての虫体が排出され，その雌堆別の
数が確認されている事等が条件として是非共のぞま
しい。混合感染例を扱って，その寄生比率より両者
の産卵数を推測したり，自然感染例で大凡の感染時
を推定したのでは，一定鈎虫の一定発育時の産卵数
を云々するわけ Kはゆかぬ o又鈎虫感染の「深さ J
を知るためには，先ず尿内排卵数を知らねばならぬ
が，回数，性状，量共に不規則な傾向を有する尿を 
対象とするだけに，乙れが決定には種々の因子の分
析と検討を経なければならぬ。次いで寄生数推定の
ため， 1日平均尿内排卵数を 1雌当り 1日平均尿内
排卵数で除すわけであるが，乙れが決定にも同様の
注意が払われなければならぬ。とのため，上述の如 
き条件が必要となってくるのであるが，著者がこ〉
に報告せむとするヅピニ鈎虫の尿内排卵状況の観察
は，人体感染実験例について行ったもので，如上の
条件をほ Y満足し得たものと信ずる。
即ち，当教室に於て平川(1958)が行った鈎虫の
経口的人体感染実験例について，著者は Stoll氏法
Kより尿内排卵状況を観察したが，此の実験ではヅ
ピニ鈎虫単独感染が成立した事，感染の日が確実な
事，一定観察期間中の尿は 19の洩れなく採取し得
た事，完全駆虫を行い雌堆別の寄生数を確認し得?こ
事等が，鈎虫の発育時期の差による産卵数の愛化，
ひいては 1雌当りの産卵数の増加傾向の推定lと正確
を期し得た。叉更に， 1日j采内排卵数と，尿内虫卵 
密度及び尿量問の関連をしらべる事 lとより，産卵機
構の恒常性の問題，尿性状と虫卵密度との関係等に
ついて検討する事が出来た。叉現実の問題としての
検便の際，上記の諸因子の愛動を相殺して，誤差を
可及的少なからしむるため Kは，最低幾日間の連続
検使を必要とするかについても考察をす〉めてみ
Tこ。更 K，反覆実施した駆虫の結果，雄はすべて駆
虫され，遂K雌の単独寄生となった際の排卵状況を
2例について観察し得たが，最終交尾後受精卵が排
出し尽きれる迄の日数を，乙れ Kより推定する事が
出来た。 
第 2章観察対象及び観察方法
第 1節 観察対象
鈎虫の経口的人体感染実験の結果，ヅピニ鈎虫単
独感染が成立した 4名の男性医師，即ち第 1例 33
才，第 2例 34才，第  3例 29才，第  4例 28才であ
る。感染前、浮潜法・培養法・サーレス現象及び沈
降反応等すべて陰性なる事を確認し，又感染後は日
常生活を特に注意して重感染を防止した。
第2節観察方法
第 1項観察期間
第 1例については，仔虫投与後，第 184日..._212
日 (29日間)，第 233日..._249日 (17日間)，第 387
日---407日 (21日間〉の 3期間，第 2例については，
仔虫投与後，第 172日..._193日 (22日間)，第 294日
..._325日 (32日間)，第 343日..._364日 (22日間)，
第 392日..._412日 (21日間)の 4期間，第 3例lζつ
いては，仔虫投与後，第 164日..._193日 (30日間)，
第 282日...312日 (31日間)，第 330日..._351日 (22
日間)の 3期間，第 4例については，仔虫投与後第
195日..._201日 (7日間〉の 1期間である。
第 2項尿内虫卵検査法
観察期間中，尿は毎日全量を採取して秤量，重量
と性状を記載後， Stoll氏法によって虫卵算定を行
った。即ち，尿の各所より合計 3gを正確に秤量し
て 45ccの度盛のある大試験管K入れ， 1(10規定の
苛性ソーダ溶液を注いで 45ccの目盛迄みたし，直 
経約 3mmの小硝子球 10コを入れてプム栓をし，
充分に振蓋した。 5時間放置後，再び充分Iζ振謹し
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て均ーとなった稀釈液 0.15ccを正確にピペットで 経過日数をとって表わし，次いで標準偏差 (σ)を
採取し，その中に含まれる虫卵数を鏡検によって算 計算して散布度を求め，叉分布範囲 (R)を平均値
定した。而して此の操作を 3回繰り返し，その平均 (M)で除して最大及び最小値の平均値よりの隔た
値をとった。乙れより 19当りの虫卵密度を求め， りを見7こ。
更lと尿量を乗じて 1日当り尿内排卵数を計算した。 又各期間の~動を比較するために，~動係数 (V)
第3項駆虫と虫、体検索 を求め，更に便秘lと基因する尿量の極度の不規則の
駆虫は，第 1項lと述べた各観察期間の直後r，四c. 影響を除外するため，尿量分布の“ 10 ~90% 範
塩化エチレンを用いて実施したが，硫苦加飽和食塩 囲"に相当する日の尿量，虫卵密度， 1日原内排卵
水浮説法及び瓦培養法共iζ完全に陰性の成績を得る 数の愛動係数 (V/)を算出して Vと比較検討した。
迄反覆した。換言すれば，完全lζ駆虫される迄尿内 次1[，各期間共3日間， 5日間及び 7日間の排卵数
排卵状況の観察を反覆したわけである。 の1日平均値を求め，前と同様，標準偏差と平均値
虫体検索は，駆虫当日を含めて 3日間の排世全尿 の関係でその愛動を表わした。
について，同一の使はっき必ず 2名以上の熟練者が 第2節尿量の日々変動
行い，雌雄別の寄生数を確認した。 3日目の尿lζ虫 (第 1表，第2表，第 1図〉
体を発見した場合は， 4日目も行うようにしたが， a) 第 1例:仔虫投与後第 184日"'""212日比於て 
4日目の尿に虫体を発見した事は無かった。かくし は，全期間中最大 323g，最小 57g，平均 185gで，
て，完全駆虫後各観察期間中の寄生数を決定し，乙 M土 3σ の聞に分布し， R/M=lム V=37.11，V〆=
れより 1雌当り 1日排卵数を算出した。尚実験期間 28.42 であった。同じく第 233 日 ~249 日に於ては，
中行った培養検査の結果，排出卵はすべてヅピニ鈎 最大 307g，最小 97g，平均 199gで， M土3σ 内に
虫卵であり，叉排出虫体はすべてヅピニ鈎虫である 分布し， R/M=1.l，V=29.74，Vノ=21.39を示し，
事が証明された。 第 387 日 ~407 日では最大 341 g，最小 109g，平均
205gで M士3σ 内に分布， R/M=1.l，V=33.94， 
第3章観察成績
V/=17.59であった。 
第1節成績の記載と処理 b) 第 21YU:仔虫投与後第 172日"'""193日比於て
各期聞に於ける日々の観察成績は，仔虫投与より は，最大 286g，最小 0，平均 90g，M土3σ 内K分
の経過日数，尿 19当り虫卵数(尿内虫卵密度)， 布， R/M=3.2，V =87.78，V 1=59.74を示し，同じ
原量，尿性状， 1日尿内排卵数Kついて記録した冶 く第 294日"'""325日Kあっては，最大 610g，最小
尚原性状は，硬使，軟便，泥状使，水様便の 4者に 0，平均 162g， M士3σ 内l乙分布し， R/M=3.8， 
分け， 2種以上の性状を示した時はその旨記載し V=102.80，V〆=46.75を示した。又第 343日.._.364
日では，最大 398g，最小 0，平均1.60g，M土3σ 内
虫卵密度，尿量及び 1日j莱内排卵数の日々褒動状 lと分布， R/M=2.5，V =70.63，Vノ=45.58であっ
況は，先ず片対数方眼紙の縦軸に虫卵数を，横軸に た。
第1表尿量の分布範囲 
噌 生
・ ゐ
噌 
I+Ilii+*ffIJii!.，k/.t;_ Jiii!.--l-I.t; I範囲|平均値". Il¥tT I ':)". I間 l標本数 l最小値~最大値 I!l!CR) I (M)) σ I M+3σI R/M 
第 184日.._.212日 57 _..323 g 29 266 185 69 392 1.4 
97 _..307 210 199 59 376 1.117第 1例 第233日"'""249日 
109 ~341 232 20521 70 415 1.1第 387 日 ~407 日 
。_._.286 28622 90第 172 日 ~193 日 79 327 3.2 
610_.o 162第294日.._.325日 32 610 167 663 3.8第 2例
o~39822第 343 日 ~364 日 398 160 113 499 2.5 
第 164日"'""193日 0--411 41130 104 104 416 4.0 
第3例 第282日，._.312日 31 810"'" 188 188 57 252 2.3 
id E第4例|第 195日竺加日 I 7 I60 "'""山 F D  AU Qd TEA dqFM 0.5押 
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第 2表 尿量の~動系数 て，最大 110g，最小 60g，平均91g，M :t3σ 内lζ
期
同
J一 - -
日!I V V' 
第 1例
i第 184日---212日 
第 233日---249日 
第 387日---407日 
37.11 
29.74 
33.94 
28.42 
21.39 
17.59 
第 2例 1
4
第 172日---193日 
第 294日---325日 
第 343日---364日 
87.78 
102.80 
70.63 
I 59.74 
46.75 
45.58 
第 3例
第 164日---193日 
第 282日---312日 
100.34 
70.43 
66.27 
55.-26 
第4例|第防日---201日| 19.01 I~ 
分布し， R/M=0.5，V =19.01であった。
以上各例各期間共，尿量は M士3σ 内K分布した
が， R/Mは第4例が 0.5，第1例が1.1--1.4と小な
るに対し， 第2例は 2.5---3.8，第3例は 2.3---4.0と
高い値を示した。此の傾向は Vについても同様で，
第 4 例が 19.01，第 1 例が 29.74~37.11 であるのに
対し，第2例は 70.63---102.80，第3例は 70.43---
100.34と渥かに大であり，第2例及び第3例I乙於け
る排便が特に不規別であった事を示している。しか
し，“10--90%範囲"をとる事により，極端の
数例を除外する時は，第2例では V'=45.58---59.74， 
第 1図尿量の変 動
第 3例では， V'=55.26~66.27 と可成りの低下が見
られた。一方第 1例では第 387日---407日間のそれ
(第3例・第 164日---193日) は可成り低下したが，他の 2期間では左程の低下は
501日 見られなかった。
-
.... ‘ 
L -
lOg 
164日 193日 
c) 第3例:仔虫投与後第 164日---193日では，
最大411g， 最小 0，平均 104g，M士3σ 内氏分布
第3節原内虫卵密度の日々変動
(第3表，第4表，第2図) 
a) 第 1 例:仔虫投与後第 184 日 ~212 日比於て
は，最大2070，最小 200，平均970，M土3σ 内に分
布し， R/M=1.9，V=46.24，Vノ=47.72であり，同
じく第233日---249日については， 最大400，最小 
30，平均180，M土3σ 内に分布し， R/M=2.1，V = 
59.10，V'= 53.43であった。叉第387日---407日で
は，最大 600，最小 70，平均330，M土3σ 内l乙分 
布， R/M=1.6，V =47.73，Vノ=51.32を示した。 
b) 第2例:仔虫投与後第 172日---193日に於て
であった。=66.27〆V，4;3V =100.，R/M=4.0し， は，最大2070，最小 730，平均1230，M土3σ 内に
第 282日---312日で、は， 最大 188g， 最小 0，平均 分布し， R/M=1.1，V=32.44， Vノ=22.58を示し
81 gで M土3σ 内lζ分布し， R/M=2.3，V =70.43， た。同じく第294日---325日では， 最大 8230， 最
V'=55.26を示した。 小 2470，平均4742， M土3σ 内lζ分布し， R/M= 
d) 第 4例:仔虫投与後第 195日.-201日比於 1ム V=28.99，Vノ=30.80であり，第343日---364 
第3表 尿内虫卵密度 (EPG)の分布範囲
同 「日 
lElJ|標本数|最小値~最大値|範囲|平均値| σ R/MI(R) I(M) I 
29 200---2070 1870 970 449 2317 1.9 
M+3σ 
i
期
第 1剖日---2叫 
30..._40 370 180 -2.117 498第 1例第233日---249日 106 
70..._6021 530 330 801第 387日---407日 157 1.6 
19 730~2070 1340 1230 2427399第 172日---193日 1.1 
2470..._823029 47425760 1374 8864第 2例 第 294日---325日 1.2 
21 230~1870 1640 382970 2116第 343日---364日 1.7 
28 270---1030 213第 164日---193日 1309 1.1 
第 3例
30 3400---10600 1804第 282日---312日 7200 I 6630 12042 1.1 
第4例|第 195日---201日| 7 500~1400 900 961 268 1765 0.9 
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第4表 尿内虫卵密度の愛動係数
第 184日--212日 46.24 47.72 
第 l例 第233日--249日 59.10 53.43 
第 387日--407日 47.73 51.32 
V' 1_ I V間期l被検者 
32.44 22.58第 172日--193日 
第 2例 28.99第 294日--325日 30.80 
第 343日--364日 39.38 43.65 
第 164日--193日 30.30 30.87 
第 3例
第 282日--312日 27.21 25.25 
第4例|第 195日--201日 1 27.89 I__/
-C 
第	 2図虫卵密度 (EPG)の変動
(第 3例・第 164日--193日)
r...j¥.， 
て，最大 1400，最小 500，平均 961で， M士3σ 内lζ
分布し， R/M=0.9，V =27.89であった。
以上を通じ， 虫卵密度は何れも， M:t3σ 内lζ分
布した。 R/Mは第 2例が1.1--1.7，第 3例が1.1，
第 4例は 0.9であるのに対し，第 1例は1.6--2.1と
比較的高い値を示した。 これは Vについてむ同様
で，第 2 例が 28.99~39.38，第 3 例が 27.21----30.30 ，
第4例が 27.89であるのに対し，第 1otlのそれは 
46.24"--59.10と高かった。叉 V'について見ると，第 
2 例は 22.58~43.65，第 3 例が 25.25--30.87 である
のに対し，第 1 例が 47.72~51.32 と高く， V と同様
の傾向が認められた。
第4節 1日原内排卵数の日々変動
(第 5表，第 6表，第 3図〉 
a) 第 1例:仔虫投与後第 184日--212日に於て
は，最大 437030，最小 40000，平均 177806，M士3σ
内に分布し， R/M=2.8，V =60.36，V' =56.53を示
した。叉同じく第 233日--249日比於ては，最大 
78400，最小 4590，平均 36262，M :t3σ の範囲を超
過し， R/M=2.0， V=54.13， V'=52.74，第 387
日 ~407 日では，最大 118200， 最小 15960，平均 
164臼 193日
63027，M士3σ 内に分布， R/M=1.6，V ==40.03， 
日比あつては，最大 187G，最小 230，平均 970， V'=42.01であった。 
5ω 
1ω 
M :t3 a内氏分布， R/M=1.7，V=39.38，V'=43.65 b) 第2例:仔虫投与後第 172日--193日比於て
を示した。 は，最大 3.23180，最小 0，平均 99423， M士3σ 内
c) 第 3例:仔虫投与後第 164日--193日に於て に分布し， R/M=3.3， V =79.16， Vノ=47.86を示
は，最大 1030，最小 270，平均 670，M土 3σ 内l乙 し， 同じく第 294 日 ~325 日では， 最大 2397300，
分布し， R/M=1.1，V =30.30，Vノ=30.87を示し， 最小 0，平均 731534， M士3σ の範囲を僅かに超過
第 282 日 ~312 日 K於ては，最大 10600，最小 3400 ， し， R/M=3.3，V =75.09，V' =52.58，第 343日~ 
平均 6630で， M士3σ 内lと分布し， R/M=l.l，V = 364日では， 最大 535670，最小 0，平均 152253， 
27.21，Vノ=25.25であった。	 M土3σ 内lと分布し， R/M=3.5， V=84.00，V'= 
d) 第 4例:仔虫投与後第 195 日 ~201 日に於 56.89で、あった。
第 5表 一日尿内排卵数の分布範囲
被検者| 期 間 I 標本数 I 最小値~最大仁ïJ 範(R)囲 I 平(均~I σ M+3σJ R/MM値 
第 184日--212日 29 40000---437030 499802 2.8 
第 1例 第 233日--249日 17 41590--78400 738101 36262 12629 74149 2.0 
第 387日--407日 21 15960---118200 102240: 63027 25227 138708 1.6 
第 172日--193日[ 22 
第 2例 第 294日--325日 32 山 0|0~23973001 2397300i 
第 343日--364日 22 0---535670 I 535670 
1 
第 3例
第 164日--193日 
第 282日--312日 
30 
31 
0.-...-226590 
0---1344600 13446001 
78700 335523 3.3 
731534 549335 2379539 3.3 
152253 127897 535944 3.5 
57390 236751 3.5 
520831 390695 1692916 2.6 
第4例|第 195日--201日I7 I50ル 1130001 側 01 849∞I19878) -144534 I0.7 
第5節検便回数と 1日原内排卵数平均値との関
第 3図 1日!菜内排卵数の変動 係 (第7表，第 8表，第 9表〉 
(第 3 例・第 164 日 ~193 日) a) 第 1例:仔虫投与後第 184日:--212日に於て
関万 は， 3日， 5日， 7日間の連続検使による 1日平均
値は，夫々 M士1.5σ，M士1σ，M士1σ 内lζ分布
し， R/Mは，夫々1.3，0.7， 1. 1であった。同じく
第 233日...249日に於ては，夫々 M :.t1σ，M士1σ， 
M士0.5σ 内lζ分布し， R/Mは，夫々 0.6，0ム 0.1
であり，第 387 日 ~407 日では， M士 1σ， M土 0.5σ ， 
M :.t0.5σ 内に分布し，R/Mは，夫々 0.7，0ム 0.1
であった。 
t万 
b) 第 2 例:仔虫投与後第 172 日 ~193 日に於て
164日 193日 は， 3日， 5日， 7日間の 1日平均値は， 夫々 M士 
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第6表 一日j莱内排卵数の斐動係数 内Iζ分布し， R/M=0.7，V =23.41を示した。
IV lv' 以上を通じ， 1 日原内排卵数の~動は， 2期聞に被検者|期 間 
第4例|第間一1日I23.41し/下が見られた。
c) 第 3例:仔虫投与後第 164日'"'-'193日では， 1σ，M士1σ，M :t0.5σ 内に分布し， R/Mは夫々
最大 226590，最小 0，平均 64581， M士3σ 内に分 0.7，0.7，0.3であった。叉第 294日.-..325日では，
布し， R/M=3.5，V=88.87，V'=76.91を示し，同 夫々  M土1σ，M士0.5σ，M士0.5σ 内K分布， R/M 
じく第 282日'"'-'312日では，最大 1344600，最小 0， は，夫々1.1，0.3，0.4を示し，第 343日--364日比
平均 520831，M士3σ 内K分布し， R/M=2.6，V = 於ては，夫々 M士1σ，M士1σ，M :.t0.5σ 内lと分
75.01，V'= 58.51であった。 布し， R/Mは， 0.9，0.7，0.3を示した。 
d) 第4例:仔虫投与後第 195日--201日に於 c) 第3例:仔虫投与後第 164日.-..193日に於て
て，最大 113000，最小 50000，平均 84900，M士3σ は，夫々 M士1σ，M士0.5σ，M士0.5σ 内K分布
第 7表 検使日数と 1日j莱内排卵数平均値との関係〈第 1例)
期 間 |検査日数|最小値~最大値 l範(R)囲l平(語)値| σ |分布範囲 IR/M 
3日平均 
第 233日.-..249日 I5日平均 
26960 .. 47887 
30524--47230 
20927 
16706 |lM士1σ36262 I 12629! M :t1σ 
0.6 
0.5 
7日平均 36421....41576 5155 M :t0.5σ 0.1 
13日刊括的問|第 387日--407日 5日平均 4808....7348 
41153 
25440 25227 
M+1σ 
M土0.5σ 
0.7 
0.4 
7日平均 58301....6726 8425 M士0.5σ 0.1 
第 1例
第 2例
第 3例
ついて， M士3σ の範囲を超過した。 R/Mは，尿
60.36第 184 日 ~212 日 56.53 量~動の著しかった第 2 例，第 3 例に於ては，夫々 
54.13第 233 日 ~249 日 52.74 3.3~3ム 2.6~3.5 と高く，尿量~動の比較的少い第 
42.0140.03第 387 日 ~407 日 
1 例，第 4 例 l乙於ては，夫々1.6~2.8， 0.7と低かっ
79.16第 172 日 ~193 日 47.86 た。乙の傾向は愛動係数についても見られ，第 2例
75.09第 294 日 ~325 日 52.58 は 75.09~84.00，第 3 例は 75.01~88.87 と高く，第 
84.00第 343 日 ~364 日 56.89 1 例は 40.03~60.36，第 4 例は 23 .4 1 と夫々，前 2 者
76.91 より低い値を示した。叉 V'は第 1例に於ては Vと88.87第 164 日 ~193 日 
第 282 日 ~312 日 75.01 58.51 大差なく，第 2例及び第 3例については可成りの低
3日平均 61857--292637 230580 
第 184日--212日 I5日平均 72508........199014 126506 177806 107332 
7日平均 71906........263697 191791 
M土1.5σ 1.3 
M土1σ 0.7 
M士1σ 1.1 
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第8表 検便日数と 1日j莱内排卵数平均値との関係(第 2例〉
期 間(検査日数l月十予モ恒久RE17J(認)値( σ |分布範囲 IR/M 
第 172日--193日 
3日平均 
5日平均 
7日平均 
58867--1290L13 
72014--141180 
84873--112583 
70176 
69166 
27710 
仰 423 78700 
M :t1σ 
M士1σ 
M士0.5σ 
0.7 
0.7 
0.3 
第294日--325日 
3日平均 
5日平均 
7日平均 
331963--1112653 
608678--805856 
471419--774441 
780690 
197178 
303022 
731534 I 549335 
M士1σ 
M土0.5σ 
M :tO.5σ 
1.1 
0.3 
0.4 
第343日--.364日 
3日平均 
5日平均 
7日平均 
83563--215743 
72450--181436 
141554--180246 
132180 
108986 
38692 
152253 I 127897 
M士1σ 
M土1σ 
M土0.5σ 
0.9 
0.7 
0.3 
第9表 検使日数と 1日尿内排卵数平均値との関係(第 3例)
期 間|検査日数l最小値~最大値i範(RP173主Lσ |分布範囲也日 
し， R/Mは0.9，0.7，0.8 を，第 282 日 ~312 日に
ついては， 3者共 M士1σ 内lζ分布， R/Mは，夫
0.8 
0.6 
0.5 
第 10表第2例(仔虫投与後第 392日---412日)
の尿内排卵状況
3日平均 39893--96540
第 164日--193日 5日平均 43886~90030 
7日平均 39877--88491 
3日平均 290800--699497 
第282日--312日 5日平均 323878"---658536 
7日平均 30881Ll--592397 
46144 (54581 
48614 
408697 
334658 5:W831 
283583 
57390 
390695 
M士1σ 
M :tO.5σ 
M士0.5σ 
M+1σ 
M+1σ 
M+1σ 
々0.8，0.6，0.5を示した。
以上を通じ，分布範囲， R/M共に 3日平均→ 5
日平均→ 7日平均の順に小となる傾向が認められ
393 
?こ。 394 
第6節駆虫後雌虫単独寄生となった場合の受精 395 
卵排出状況 (第 10表，第 11表) 396 
第2例の仔虫投与後第 392日--412日間及び第 3 397 
例の同じ〈第 330 日 ~351 日間の 2 期聞に於ては， 398 
極めて特殊な排卵状況が観察された。即ち，前者に 399 
於ては，初めより 5日間のみ，日 1日と漸減する排 400 
卵を認め， 6日目より最終日比至る 16日間は全く
401 
402 
排卵を認めなかった。而して最終日の翌日行った駆
403 
虫の結果，雌虫2隻の排出を見?このみで，雄虫は全 404 
く排出きれなかった。そして，排出された 2隻の雌 405 
虫の子宮内虫卵には分裂像を認めず，又その培養の 406 
結果，仔虫の発生を認めなかった。 407 
叉後者に於ては，初めより 19日間は排卵が認め 408 
られたが象此の間も後半は明らかに排卵の減少を来 409 
たし， 20日目より最終日比至る 3日間は，排卵を全 410 
くみなかった。而して，最終日の翌日行った駆虫の 411 
結果，雌虫 1隻の排出を見たのみで，雄虫は排出さ 412 
。
。。。。。。。。。。。。。。。。
。
。 
I EPD尿性状l量尿EPG I1仔虫投与後 
I (g) r'-J:::J::'lI¥. II-J.L '-' 1経過日数 I I7
313 21910392 泥 
246 17220軟 
11 1610070。 
128 3840軟 
90 泥
97 軟
99 硬
130 硬，軟
113 軟
H174 
78 硬
H14 
101 軟
60 H 
332 泥
87 泥
181 軟
259 泥
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第 1表第3例(仔虫投与後第 330日--351日) 4468を示した。 
の尿内排卵状況 e) 第4図に示す如く，縦軸l乙1雌当り 1日排卵
仔虫投与後¥¥ EPG ¥尿 量|尿性状 l 数をとり，横車由民仔虫投与後の経過月数をとって，
母虫発育に伴う増加傾向を表わしてみると，どの例1 1経過日数 ~J_. u- (g) IJ;1CII'1l" I 
112430330 硬 48160 についても略同様の傾向がうか Yわれ，仔虫投与後
331 1149500 24500 凡そ 300目前後と，凡そ 180目前後とでは，後者l乙
H 2040051400332 比して前者が約 7倍の開きを示した。叉第 4例につ
いては，観察期間が 1期間であった与め，増加傾向
99 36630 
267 61410硬，軟 を見る事が出来なかったが，排卵数を図上にとって
みると (P)，大凡他例の増加傾向線上に一致し 
。
。
 
。
。

370333 H 
334 
335 230 
336 
337 
338 
339 
340 
341 
342 
343 
344 
345 
346 
347 
348 
349 
350 
351 
101 
330 
430 
56 
130 140 
130 39 
4470。 273 
70 94 
100 78。 57 
30 246 
30 74 
。。。

366030 軟 
。 
122。
107 硬。 64 。
こ。 43430 T硬 
H 18480 第4図 EPDPFの増加傾向
18200硬，軟 
5070 

3080 2万
 
硬，軟 
硬 。泥

軟
 6580 
硬 7800。H 
7380泥 
1万 
2220硬，軟 
一ー-~事 1 例
一一・第 2例
町一一第 3例 
P.~富 4í担j 
れなかった。叉此の雌虫の子宮内には，極めて少数
の分裂卵が見られた。
尚乙〉で興味深い点は，尿内排卵が全く中止した
のが，前回に行った駆虫により最後の堆虫が駆出さ
れた時より通算すると， 第2例では 31日目，第 3
例では 33日目と殆んど一致を見Tこ事である。即ち， 
2例とも雌虫単独寄生の状態Kなウてより，凡そ 1
カ月間の受精卵排出が行われたわけである。
第7節 1雌虫当り 1日排卵数及びその母虫発育
に伴う増加傾向(第 4図〕 
a) 第 1例:仔虫投与後第 184日--212日間では 
6585，同じく第 233 日 ~249 日間は 7252，第 387 日 
~407 日間では 21009 を示した。 
b) 第2例:仔虫投与後第 172日--193日間では 
2486，同じく第 294日--325日間では 18288，第 343
日 ~364 日間では 16917 を示した。 
c) 第 3 例:仔虫投与後第 164 日 ~193 日間では 
1700，同じく第 282 日 ~312 日間では 13706 を示し 
こ。T
d) 第 4 例:仔虫投与後第 195 日~ 201日間で 
↑ 

6 7 8 9 10 1 12 13月
ー+仔虫投与後経過月数
第8節 尿性状と虫卵密度並びに原量との関係
(第 12表，第 13表〕
各例，各期聞について，排i世尿が 2種以上の性状
を示した時R，原性状と虫卵密度並びに尿量との関
係をしらべてみた。但し， 1回排池ー 尿が 2種以上の
性状よりなる混合便の時は当然省いた。 
a) 第 1 例:仔虫投与後第 184 日 ~212 日聞に於
ては，軟便，泥状便，水様便の 3種が認められた
が， Stoll氏法平均値は.各々 11.9，9.6，3.0で，
その比率は凡そ 4.0:3.2: 1.0と，軟>泥〉水の順
を呈したのに反し，尿量平均値は， 94g，186 g， 
1949で，比率は凡そ1.0:2.0: 2.1と，軟く泥く水
の順を示した。同じく第 233日--249日では，軟
便，泥状使につき， Stoll氏法平均値は， 2.3，1.5 
で， 1.5: 1.0，尿量平均値は， 152g，253 gで， 1.0: 
1.7の割合であった。 
b) 第2例:仔虫投与後第 172日--193日では，
硬使，軟便が認められ， Stoll氏法平均値は，夫々
194 
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第 12表 原性状と尿量及び尿内虫卵密度との関係 (1)…実数
硬便 水様使ぷ主-~子性主語
l| 値量 ストーノ~I平尿 平スト均ー値ノL尿平均値l| 量
第 184日---212日 11.9 、18694 9.6 
第 233日---249日 2.3 152 1.5 253 
15.2 129第 172日---193日 11.3 
54.3 83第 294日---325日 51.9 140第 2例 37.8 258 
11.1 90第 343日---364日 9.0 6.8 239130 
6.9 67 5.8第 164日---193日 
第 3 例
68.0 60 51.2第 282日---312日 168 
値量
3.0 
1第 例
ストール 軟 便(泥状使
¥及び尿 値 スト{ノLli平原 値量 Iスト 原平{/L平均値均 平均値均平均値均及び検査期間 、~一一一一一一一
第 13表 尿性状と尿量及び尿内虫卵密度との関係 (2)…比率
被1 及------検び¥検¥者査¥潮虫間¥及卵¥び¥密探¥度「量¥ 
第 1例
第 184日---212日 
第 233 日 ~249 日 
[第 172日~問日 
第 2例 第 294日---325日 
第 343日---364日 
第 3例 第 282 日 ~312 日 
虫卵密度
硬使 l軟便|泥状使 l水様使
4.0 3.2 1.0 
1.5 1.0 
1.3 1.0 
1.4 1.4 1.0 
1.6 1.3 1.0 
1.3 1.0 
原 量
硬便|軟便|泥状便|水様便
1.0 2.0 2.1 
1.0 1.7 
1.0 3.8 
1.0 1.7 3.1 
1.0 1.4 2.7 
1.0 4.7 
1.0 2.8 
15.2，11.3で， 1. 3: 1.0，尿量平均値は， 34 g，129 g 
で， 1. 0: 3.8であり，同じく第 294日---325日間で
は，硬便，軟便，泥状使の 3種が見られたが， Stoll 
氏法平均値は夫々， 54ム 51.9，37.8で， 1.4: 1.4: 
1.0，尿量平均値は 83g，140 g，258 gで， 1. 0: 1.7: 
3.1を示した。同じく第 343日--364日間では，硬
便，軟便，泥状便の 3種について， Stoll氏法平
均値は夫々， 11.1，9.0， 6.8で， 1.6: 1.3: 1.0を示
で4: 2.71.0:1.で，239 g，130 g，.90gし，尿量は 
あった。
c) 第 3例:仔虫投与後第 164日---193日K於て
は，硬便，軟便の 2種類lζっき Stoll氏法平均値
は各々， 6.9，5.8で， 1.2: 1.0，尿量平均は 67g， 
316 gで，1.0:4.7の比率を示し， 同じく第 282日 
~312 日では，硬便，軟便の 2 種について Stol1氏
法平均値は， 68.0，51.2で1.3:1.(¥ 応対し，一方尿
量平均は 60g，168 gで1.0:2.8であった。
以上7期間を通じ，尿量については，硬使が最も
少し軟便，泥状便と多くなり，水様使は最も多い
傾向が見られ，大凡1.0:2.2: 4.1: 4.6の比率を示
した。乙れに対し，尿内虫卵密度は，硬使lζ於て最
大で，軟使，泥状便と少くなり，水様便は最も少い
傾向が見られ，大凡， 4.8: 4.0: 2.9: 1.0の比率を
示した。
第4章者 察 
産卵された鈎虫卵は，小腸内容と混合し，腸の嬬
動運動lとより更に捜持されながら下降し，遂に糞便
となって排出される。そこで我々は此の糞便内lζ含
有される虫卵数を算定する事により，その産卵状況
を推定するわけである。従って虫卵検査法に関して 
は，往時より種々の方法が考案されその優劣が論じ
られてきたが，塗抹法であれ稀釈法であれ，結局は
「尿j という場を介して産卵状況を推定する方法に
他ならぬ。即ち，尿内虫卵密度をより正確に把握す
る事K目的がおかれ， これに 1日の尿量を乗ずる事
により 1日排卵数を算出しているわけである。
然るに，排便は仮令毎日規則正しく行われたとし
ても， 1日分の食餌が正確に 1日の尿量として排世
されているとはいえぬ。町田 (1957)は，犬を用い
て飼量を一定にしたが，尿量は必ずしも一定ではな
く，又メタアグ!J-ル樹脂球の一定量を犬に与え，
-236ー 千葉医学会雑誌 第 35巻
排世尿内lと現われる球数を Stoll氏法及び塗抹法
を以って計測したが，排世尿内樹脂球数は全く一定
しなかった。即ち，一定期間内に産卵されたもの
が，必ずしも一定期間内の排准尿内に含まれるもの
ではない事を示している。
今回の観察に於ては，各例各期間共尿内排卵数の
日々愛動は相当大巾を示した。そもそも，尿内排卵
数は「尿内虫卵密度×尿量JIC::よって表わされるも 
のであるから，その愛動は此の 2つの要因の愛動の
組合わせによって生ずるわけである ο従って，若し
毎日同数の産卵が行われ，且つ 1日分の腸内容が正
確に 1日中氏排征され》ば，此の 2者間には当然完 
全な逆相関が生じ，尿内排卵数は一定する事にな
る。然るに，仮令毎日同数の産卵が行われたとして
の不規則性から，産卵が可成り恒常的lζ行われてい
るとしても，観察された 1日排i世尿量の安動が直ち
に虫卵密度斐動の指標とはなり得ないといってい
る。
そこで著者は，各例各期間別K，虫卵密度，尿
量， 1日排卵数の三者について愛動係数を求めた。
そしてこれを種々の角度から検討する事lとより，産
e 卵状況の大凡の傾向を推定せむとしたのである。先
ず， 1日尿内排卵数の愛動係数について考えてみる
と第 1例では， 3期間夫々 60.36，54.13，40.03を示
しているが， 乙の中 60.36は仔虫投与後第 184日~
212日間のもので，此の期間は移動平均をとってみ
ると(第5図)，最初の 10日間は明らかな上昇を示
している。乙れは鈎虫の産卵能力が日を追うて増加
も乙れを我々の観察の場K運搬する「尿Jの排世が，している事を思わしめるが，此の部分を除外すると
不規則では，到底それを推定する事は出来ぬ。即 第 1 例の愛動は凡そ 40~54 の間にある。乙れに対
ち，我々は鈎虫の産卵状況を解明せむとするに当 して第 2例の 3期間は，夫々 79.16，75.09，84.00， 
り， ζの「尿排i世の不規則性jが介在する事に最も 第 3例の 2期間は，夫々 88.87，75.01と相当大巾な
著るしい困難を感ずるものである。~動を示している。第 4 例は，観察期間が僅か 7 日
こ〉で，尿の排世機構について一応考察してみる
必要がある。即ち，橋田によれば，糞便が S状結腸 
の収縮によって直替に入り来ると便意を催し，半ば
随意的に排出されるわけであるが，内及び外庇門括
約筋は緊張性lζ収縮して糞便を直腸の中に保って
いるが此等の両筋は，直腸から惹起される反射及
び便意K基く抑制によって弛緩し，糞塊は大腸・
直腸の収縮の，叉「いきみJ(abdominal press: 
Bauchpress)による腹圧増加によって排出され
る。而して此の庇門括約筋は，骨盤神経，及び下腹
神経から支固されており，その直接の中枢は脊髄下
位にある所謂匹門脊髄中枢である。外匹門括約筋の
神経支配は，半ば随意的でその収縮を或程度迄随意
に調節することが出来るが，乙の緊張lと対しては大
脳皮質運動領よりの影響もあり，叉精神感動による
影響も見られ多くは抑制的に働く。尿排世の機構に
は，かように精神的，意識的な影響が多分K見られ
るという。故に，仮令食餌の質と量を一定にし，叉
毎日一定の時聞に与えたとしても，叉乙れが仮に毎
日一定の消化状態となり，一定の量宛直腸内に送ら
れたとしても，と、から体外排出迄は如上の理由で
どうしても不規則にならざるを得ぬ。
佐藤 (1956)は，直接塗沫法により尿内鈎虫卵密
度の日々愛動を検討したが，尿の排世の不規則性に
論及し， 1日の尿量斐動は虫卵密度斐動を来す主な
要因になると考えられるが，尿形成及び尿排世機構
間なので，他と比較するには難があるが非常に砂く
23.41を示している。さてf1日排卵数=虫卵密度×
尿量Jであるから，排卵数の此の愛動の主因は，虫
卵密度，尿量の何れlζ求むべきであろうか。
先ず，原量の日々褒動托ついてしらべてみると，
第 1例の 3期間は夫々 37.11，29.74，33.94であるが，
第2例は， 87.87，102.80，70.63，第 3例は 100.34，
70.43と何れも第 1例に比し明らかに大巾の斐動を 
示している。而して，第 1例K於ては観察期間中，
便秘(尿量=0)が皆無であったのに反し，第2例
に於ては， 3期間夫々 3回， 3回， 1回の便秘の他，
兎糞状の極めて少量の尿の日が処々に見られる。そ
して此等の翌日又は翌々日 K多量の尿を排粧してい
る場合が多い。例えば，第 320日は僅か 20g，第321
日は Oであるが，翌日の第 322日には実に 610g I乙
及ぶ多量の軟便を排世しており，此の中Kは先行部
の宿便と思われる兎糞状の部を含んでいる。叉第 3
例では， 2期間夫々 2回， 1回の便秘がみられる他，
第 291日，第 308日の 9gの如く殆んど便秘に等し
い日もみられる。従って，以上の如き場合を折線グ
ラフで表わしてみると，極めて急激な上昇と下降を
示す(第 1図)。 叉第 4例は第 1例と同様便秘は 1
度もなく愛動系数も 19.01と低かった。
要するに，第 2例及び第 3例K於ては，全般的に
みても他の 2例よりその斐動は大であるが中でも便
秘叉はこれに近い日の前後の愛動が特に著るしい事
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が判った。 ζれを検討するため，便秘を含めて異常
K尿量が少なる場合と，異常に多量なる場合を除外 
する意味で， “10 ~90% 範囲" をとってその愛
動係数 (V')を算出してみたところが，第 1例では 
と， 1.2カ)29.74と， 28.42Iカ)37.11 39 I 33.94カ)17.59 
fl_，第 2例では 87.78が 59.741(，102.80が46.75fl_， 
r.，I66.27が100.34例では3第 1:，45.58が70.63
70.43が 55.26fl_夫々 低下した。殊K第 1例の最後の
期間と，第2例及び第 3例に於てその低下の巾は著
しく，実l乙半分以下になったものも認められた。以
上の事実より尿量の~動係数の増大 lζ は，便秘若し
くはそれに近い尿量の極めて少量な日の前後が，大
きく関与している事が判る。
又一方， 1日排卵数の V'もこれl乙伴って低下し，
第 3 例の 76.91 を除けば他はすべて 40~50 台となっ
硬:軟:泥:水の尿量の比率は凡そ， 1. 0: 2.2: 4.1: 
4.6となった。
中路(1928)は， 1: 1.2: 1.4: 1.6とい、， Stoll 
(1923)は， 1: 2: 2: 4といったが，何れも如上の
現象を裏書きしている。
きて，溶液の濃度が，溶質が一定量の時は，溶媒 
の量によって決定されると同様，尿内鈎虫卵密度は 
産卵数が一定の時は，尿量(排f世尿ではなく大腸内
容物としての尿)によって決定される事は云うまで
もない。然るに，尿量は尿性状によりほ Y一定の率
で~化するから，虫卵密度と尿性状の関係を検討す
る必要がある。 Stoll (1923)は， 1雌当り尿 19内
排卵数は，硬:軟:泥:水=44:25: 25: 12である
とし， .中路(1 928)は4:3: 2: 1とした。市して
今回の観察では， 4.8: 4.0: 2.9: 1.0となり，同様の
た。但し，第 1例lと於ては低下の巾は少く，却って一傾向が認められた。
増加を見Tこ期間もあったが，乙れは後述する如く第
1例は一般に虫卵密度の愛動が相当大巾であった〉
めと考えられる。
次lζ，虫卵密度の褒動であるが，第 1例ではその
~動係数は， 46.24，59.10，47.73と比較的大である
に対し， 第2例では， 32.44，28.99，39.38，第 3例 
では， 30.30，27，21，第 4例では， 27.89といずれも 
第 1例K比して低く 30内外K止まった。叉， V〆は
Vと左程の差は無く，何れの場合もせいぜい 5内外
の動きを示すに止まった。此の事実は，虫卵密度が
尿量の日々蛮動には左程影響を受けぬ事を示唆して
いる。又尿量の斐動が他例より小である第 1例l乙於
て虫卵密度安動が却って大であるが，此の原因を検
討してみると，他例に比して尿性状の愛化が著しい
事が判る。即ち，第 2例及び第 3例K於ては，硬
使，軟便が殆んどを占め，水様便は 1例もないのに
反し，第 1例lζ於ては，泥状便を主体とし軟便，水
様便が混在している。そこで，虫卵密度と尿性状の
関係を考察してみよう。前にも述べた如く，小腸内
容は大腸に至って水分を吸収され糞使として構成さ
れるわけであるから，主として大腸に於ける水分の
吸収の如何が使の硬度を決定する。即ち，水分吸収
の充分なる時は硬便となり，特l乙滞留時間長き時は
兎糞状を呈する様になる。以下水分吸収の少くなる
に従い，軟便，泥状使となり，遂に水様使となる。
又便の硬度が軟化するに従い，一般に残津も増量
し，これが水分と相侯って尿量の増加を来す一方，
宿便の現象を呈する事なく一挙K排世される傾向の
強い事も尿量増加を導く。即ち，今回の観察では，
以上を綜合すると，尿内排卵数の日々斐動の主因 
は尿量のそれにあるもの〉如く，又尿内虫卵密度は
尿性状の~化によって著明な斐動を生ずるも，尿性
状が一定している時は尿量の~動 lとより殆んど影響
を受けぬ様K思われる。
Eddy，Palmer (1941)は，アメリカ鈎虫につき
Stoll氏法lとより尿内排卵数の日々斐動を観察した
が，やはり相当大巾の愛動を認め，且っこれが尿量 
安動と平行関係にあると述べている。事実，仮令鈎
虫が腸内で如何に多数の産卵を行っても，便秘であ
れば尿内排卵数は Oとならざるを得ず，叉排便があ
っても極一部分であれば当然少数となるわけであ
る。
従って，排便の不規則性即ち尿量の~動が根底に
ある以上，それに著るしく左右される尿内排卵数の
た';.'1回の観察成績がら，直ちに産卵数を云々し或
いは寄生数を推定せむとするのは些さか軽卒といわ
ざるを得ぬ。
そこで尿の排世状況を日を追ってしらべてみる
と，~動の特に著るしいところは，便泌があってそ
の翌日約 2日分に相当する多量の尿を排世したり，
叉は使i必K続いて翌日も極少量の兎糞状の尿を排j世
し，.3日目lζ至り果然兎糞状の硬便を含む大量の泥
状便を排世している事が判る。そこで私は各期間
を， 3日間， 5日間， 7日聞に区切って夫々の聞の
排卵数の平均値を求め，此の愛動をしらべてみたわ
けである。乙のようにすると，便秘やそれに近い異
常K少量の場合と，其の反動として招来される異常
に多量の日を相当平均する事が可能となる。即ち，
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第 1例では第 206日の 57g及び翌第 207日の 322 g IL思われる。
が， 3日を 1グノJ.，-プとする中l乙包含される。第2 佐藤(1956)は，その 5 fJuの観察例l乙ついて，尿
例では，第 172日の 43 gと翌第 173日の 76gと更 量愛動は各例共平均尿量の 2倍内外の巾を示してい
に第 174日の 227 gが，叉第 175日の 25gと翌日の るが，虫卵密度もやはり平均値の約2倍内外K止ま 
286gが，第 318日の Oと翌日の 163 g，第 321日の っている事をあげて，鈎虫の産卵量のふれは存在す 
0と翌日の 610 g，第 346日の 19 gと翌日の 215 g， るとしても可成り小さいものと推定されるといって
第 351日の 111 gと翌日の 343g，第 353日の 0と いる。
翌日の 68g及び翌々日の 398g，第 358日の 28gと 南崎(1928)も，相当長期に亘る観察を行い，日
翌日の 173 g，第 360日の 102gと翌日の 307 g，第 々斐動については言及していないが，その成績をし 
362日の 35gと翌日の 391 gが，夫々同ーのグノレー らべるとやはり尿量，虫卵密度共に各期間の平均値
プ中K包含される。第 3例では，第 175日の 63g IL の2倍以内に止まっている事が判る。平井(1926)
つYく411 g，第 184日の OIL続く 384g，第 189日 は5例の観察例につき，排卵数は概ね一定範囲を上
の 309g K続く 0，第 287日の 17g K続く 18 g及び 下し，平均排卵数の算出に根拠を与うる如くである 
105 g，第 291日の 9g IL続く 102 g及び 188.g，第 といい叉寄生虫体との関係を極めるためには，日 
297日の 35g I乙続く 180 g，第 306日の 51 g IL続く を異にし使の性状を異にする数回検査の成績は誤謬 
175 g，第 308日の 9g IL続く 43g更に 171 gが夫々 を少からしむるためには必須の要素たるべしと述べ
同ーグルーフ。内に包含される。 ている。
乙れで，先K述べた著るしい愛動の際の排便形式 さて，次は鈎虫雌 1隻当り 1日産卵数の問題であ
である， 0-多量，極少量一多量， 0一極少量一多量 る。前にも触れた如く， 1日産卵数は 1日尿内排卵
という 2日間乃至 3日間は， 3 日 ~5 日 ~7 日を 1 数民より推定するを余儀なくされているわけである
グループとして考える場合，何れかのグループ内に から， 1日尿内排卵数を寄生雌隻数で除して求める
包含される事が判明した。そして各例各期聞を通じ 事になる。従って，たまたま産卵を休止した雌虫が
て検討してみると，その斐動の巾は， 3日平均の場 いた場合は，実際の産卵量よりも低い値が出るわけ
合は 7期間が士1σ で 1期間が::t1.5σ を示した。 である。これは何日聞かの継続観察をする事によ
5日平均の場合は 3期聞が::t0.5σ，他の 5期間が り，比較的平均される。然るに，原を媒介として産
士1σ であり， 7日平均では 6期間が::t0.5σ とな 卵数を推定する以上，如何ともし難いのは不受精卵
り， :t 1σ は2期間のみとなった。即ち， 3日より の問題である。即ち，雌の単独寄生又は雌雄が余程
5日， 5日より 7日と分布範囲は小さくなる事を示 離れた場所lζ寄生している場合，此の不受精卵の産
している。 1日排卵数及び寄生数の算定は，観察期 出が予想される。
間が長期lζ互る程誤差は少くなるわけであるが，特 横JI (1954)，松崎(1954)，水野(1954)はこの
に集団を対象とする検診では長期比亘る観察は，実 存在の可能性を述べ，最近Iζ至って，伊佐(1959)
際問題として不可能である。 は犬鈎虫Iζついて自然感染を受けた野犬の不受精卵
そ乙で我々は，現実的に可能でしかも長期比亘る 検索を行い，不受精卵が極めて破壊され易い点を強
観察結果の値に匹敵し得る観察日数の決定の必要に 調した。
迫られるわけであるが，如上の成績に就いて考按す きて，不受精卵の算定が不可能であるとしても，
る時， 7日平均値は最も理想的であるが， 3日乃至 受精卵ならば排卵数を正確に，しかも容易K算定で 
5日平均値でも左程の斐動はない様に思われる。 きるものであろうか。前述せし如く，尿の排世機構
以上を綜合すると， 1日尿内排卵数の日々安動は は極めて複雑且つ不規則であるから， 1日全尿を採
可成り大巾であるが，乙の構成因子となる虫卵密度 取し，尿量と虫卵密度との相乗によって直ちに 1日
と尿量の夫々の愛動係数を求めたと乙ろ，尿量の~ 産卵数を推定せむとしても，その誤差は極めて大き
動がその主因をなす事が判った。そ乙で此の著るし い事が予想される。そ乙で寄生隻数を決定するに当
い斐動の部を平均するために，各期間を， 3，5，7 り， 1雌当り 1日排卵数 (EPDPF)を問題にせず，
日聞に区切り，その 1日排卵数の平均値を求めたと 雌 1隻が尿 19中Iζ排出する卵数を決めて，此の数 
ζろ，相当安定した数値が得られた。乙れは鈎虫の (EPGPF)から推定せむとする方法がとられている
産卵がある程度恒常的である事を示唆しているよう が，勿論実際的な方法としては，全尿量の採取計量
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や長期間に亘る観察は，困難であるため，此の方法
によらねばならぬのは致し方ないが，やはり理想的
には，毎日の全尿を採取計量してその各所からとっ
た尿内の平均虫卵密度を把握し，これに全尿量を乗
じて 1日排卵数を決定するのが望ましい。更に，避
け得られぬ尿量斐動のもたらす誤差を出来得る限り
軽減するため，及び産卵休止による排卵減少を平均
化するためにも，なるべく長期に豆つての観察が如
何しでも必要となる。
又一方，産卵機能は鈎虫の発育程度lとより差があ
る事が当然予想されるので，算出された EPDPF
が果してどの程度の発育を遂げた虫体によって産卵
されたか Y問題となってくる。末熟期の鈎虫の尿内
排卵数を，成熟期の EPDPFで除しては過少に，
叉成熟期鈎虫の尿内排卵数を未熟期の EPDPFで
除しては過大にその寄生数を誤る事は明白である。
例数は少いが，今回の観察では仔虫投与後の日数が
判明している事は，如上の意味に於いて妥当である
と思われる。
第4図l乙示す如く，仔虫投与よりの日数が経過す
るにつれ，即ち鈎虫が成熟するにつれて， EPDPF 
は当然、の事ながら増加しているが，乙の増加傾向を 
見ると， 3例共同様の傾向を示しているのは興味深
い。特K第2例，第 3例では凡そ同時期の観察を行
ったのであるが，第 2例の EPDPFは第 3例のそ
れよりも大であったが，時日の経過に伴う増加傾向
は殆んど全く同じであった。また，第 4例は仔虫投
与後第 195日--201日の 1期間のみの観察であった 
〉め，此の例についての増加傾向は知る事が出来な
かったが，第 4図上lとその聞の EPDPF平均値を
とってみると，第 2例の増加傾向線上比一致する事
が認められた。 (P点) 結局，観察を行った全 4例
のEPDPFの推移をしらべてみると，すべての場合
に於て極めで近似した増加傾向を示している事が判
った。
訴えって此の事を考えれば，此の EPDPFの算
定の基礎となっている日々排卵数算出迄の実験過
程，及び駆出された虫体の検索について，大きな誤
謬を犯していない事の裏付けになるとも云えよう。
又各観察期間内に於ける増加傾向を移動平均をと
ってしらべたととろ，第 1例の第 184日--212日間
の前半lζ於て，明らかに排卵数の増加傾向が認めら
れた。(第 5図)。即ち，第 184日より第 197日まで
は日 1日と殆んど直線的に増加し，以後第 209日ま
では大凡横這いの傾向を辿るが，第 210日より再び
急激な増加傾向を見せ始めている。
第 5図第1例(仔虫投与後第 184日--212日〉
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梁(1937)は，分島 (1932)の石松子法を用いて，
ヅピニ鈎虫単独寄生 6例， アメリカ鈎虫単独寄生 
3例の尿内排卵数を算定して，、 EPDPFを推定した
が，ヅピニ例では 1例のみが 19832で，他の 5例は 
11040 --13704を示し平均 14035，アメリカ例では 
4751--5323で平均 5129の値を得た。而してアメリ
カ鈎虫は 5000内外， ヅピニでは 1--2万内外なら
むと結んでいる。中路 (1928)は， Stoll氏法を用
いて観察した結果， ヅピニ鈎虫は 25000，アメ Pカ
鈎虫は遥かに少く 1/2以下であろうとした。南崎
(1928) も，人体感染例の排卵状況はっき Stoll'氏
法を用いて観察し(両種の混合感染)，十二指腸虫
雌 1隻は 1日13000を排卵するが，排卵数はヅピニ
鈎虫とアメリカ鈎虫で異なり，前者は後者より多い
ょう 1.~ と推定している。
今回の著者の観察では， ヅピニ鈎虫は大凡 14000
--21000を排卵する事が判った。
最後に第2例及び第 3例に見られた特異な排卵状
況について考察しなければならぬ。(第 10表!第 11
表〉 最後に於ける駆虫の結果，此の 2期間内の寄
生状況は雌の単独寄生と判明したわけである。従つ
て，日々排卵数が漸減を辿って遂に Oとなる過程
峠，両性寄生で、あった際に受精した子宮内の卵が排
出し尽きれる迄の推移と考える事が出来よう。無
論，此の間不受精卵の排出は続いた事であろうが今
回の観察では見出す事は出来なかった。
此の不受精卵に関しては，伊佐(1959)の犬鈎虫
のそれについての克明な観察があるが，不受精卵は
受精卵lと比較するとー卵殻が極めて非薄であり，弱々
しく脆い感じを受け，形は不整で殊に排世便中では
いびつな形に愛形している卵もあり，更に卵殻は破
壊され易く子宮内K於て既に崩壊している場合もあ
り，子宮陸部より産出された直後の卵が直ちに崩壊
するのを観察し得たと云う。
Aハ
せ
“っ U 千葉医学会雑誌 第 35巻
従って著者の場合は， Stol1氏法を用いた〉め，
観察方法の所で述べた如く 1/10N苛性ソー〆液
を以って稀釈し，小硝子球 10ケを入れて充分振謹
を反覆し， 5時間経過後再び振還を繰り返したので 
あるから，破壊され易い不受精卵は，当然崩壊の運
命を辿った事と思われる。
叉受精卵の尿内排卵が全く停止したのが，前の期
聞の最終に行った駆虫lとより最後の堆虫が駆出され
てより，第 2例では第 31日目，第 3例では第 33日 
目と両者殆んど一致を見たわけであるが，とれは最
後の交尾lとより受精した子宮内の卵が，悉く排出さ
れる迄幾日を要するかという問題に示唆を与えてい
る。但し， ζ〉で問題となるのはi 第2例では駆出 
雌虫体の子宮内K受精卵を全く認めなかったのに反 
し，第 3例のそれには極僅かながら受精卵を認めた 
事である。 乙れは， 第2例では Stol1氏法による
尿内排卵が 0となってより!駆虫迄 16日間を経過し 
ているのに対し，第 3例では 3日間のみであった事 
K求め得るものと思われる。即ち，最後の 3日間は
受精卵の排出があったにしても， Stol1氏法で捕捉
できぬ程の少数であったのではないかと推測され
る。
従って，以上の事実より雌ヅピニ鈎虫子宮内の受
精卵は，最終交接日より大凡 30--40日間で排出し
尽きれるものと思われる。
川本(1956)は，両性寄生の犬空腸より雌成虫の
みを取り出して，鈎虫未感染の他犬の小腸内に入れ
ると，此の犬の糞便内には翌日より受精卵を検出し
得るが，之は 16....19日後には見られなくなり， 乙
の事から犬鈎虫の子宮内受精卵は 15....18日で全く
排卵されるものと思われると云っている。従って著
者の観察によれば，ヅピニ鈎虫の場合は犬鈎虫の約 
2倍の日数を要する事を示している。
第 5章総括並びに結論
ヅピニ鈎虫単独寄生の成立した人体感染実験例 4
例K就いて， Stoll氏法を用いて尿内排卵状況を観
察した。駆虫は尿内虫卵が浮波法，培養法共に陰性
となるまで反覆して，全寄生数を決定しこれより各
観察期間中の寄生数を決定した。 
(1) 1日深内排卵数の日々愛動は可成り大巾で
あったが，此の構成因子たる虫卵密度と尿量の夫々
の愛動を検討したところ，尿量~動がその主因をな
す事が判明した。 
(2) 検使日数と， 1日原内排卵数平均値との関
係をしらべてみると，分布範囲は， 3日平均→ 5日
平均→ 7日平均となるに従って小になる傾向が認め
られた。
(3) 虫卵密度は，尿量安動lζ左程影響されず，
むしろ原性状lζより関連を有するもの〉如くであっ
た。叉その分布範囲は，平均値の凡そ 2倍以内lζ止
まりヅピニ鈎虫の産卵の恒常性の問題に或る程度の
示唆を与えていた。
(4) 1雌当り 1日産卵推定値は，虫体の発育時
期によって顕著な差があり，仔虫投与後 300目前後
と大凡 180目前後とでは.後者K比して前者が約 7
倍の開きを示した。
(5) 今回の観察に於ては，ヅピニ鈎虫 1雌当り

1日産卵数は 1400....2100と推定された。

(6) 駆虫の結果雌虫単独寄生となった 2例の観
察によれば，グピニ鈎虫の子宮内受精卵は大凡 30~
40日間で排出し尽きれるもの〉如くである。
(7) 今回の観察では，硬便，軟便，泥状使，水 
様便を比較すると，尿量の比は1.0:2.2: 4.1: 4.6， 
虫卵密度比は 4.8:4.0: 2.9: 1.0であった。
本論文の要旨は昭和 33年5月第 27回日本寄生虫
学会総会に於いて発表した。
摘筆するに当り，御懇篤なる御指導と御校閲を賜
わりましたJ恩師柳沢利喜雄教授に深甚なる謝意を表
し，終始御教示を賜わりました水野哲夫助教授に哀
心より感謝致します。
叉御協力を頂きました，平川勇，方波見重兵衛，
磯田好康の三氏をはじめ教室員各位に深謝致しま
す。
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